
水道技術研究センターが研究を進めている

新技術について
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１ 管路事故情報の可視化

２ 水管橋の点検

３ PFAS関係



１ 管路事故情報の可視化手法究



国土交通省 上下水道科学研究費補助金

水道情報の活用等による技術水準の確保及び

技術継承に関する研究（令和5年度から3ヵ年）

この中から

※ ビッグデータに基づく水道管路に関する配水管維持管理の実
態把握及び解析

※ 水道管路事故データを活用した水道管路アセットマネジメント
手法及び水道管路技術の継承に関する手法の検討



１.はじめに
水道事業体課題

・事故履歴、地盤特性を考慮した更新優先順位付け

・技術継承（熟練技術者の暗黙知の可視化など）

・管路の事故履歴に関連する情報として、地形・地盤情報等の
公開情報の有用性を確認する。
・無償で入手可能なオープンソースの地理情報システムである

QGIS（Quantum-GIS）を活用。

課題解決の一助

QGISを用いて、令和６年能登半島地震の新潟市管路
被害データと地形地盤情報等を重ね合わせる。



過去の地震被害 『1964年新潟地震』

液状化現象により河畔の県営川
岸町アパートが大きく傾斜

開通直後の昭和大橋が落橋

震源：日本海東縁変動帯
（粟島南方沖約40km）
マグニチュード：M7.5

写真：「防災科学研究所、1964年新潟地震オープンデータ特設サイト」

昭和大橋左岸



令和６年能登半島地震
凡例

intensity

<セル値>

0.5 - 4.5

4.51 - 5

5.01 - 5.5

5.51 - 6

6.01 - 6.5

6.51 - 7

計測震度相当値
凡例

damage_data

材質

DIP (16)

PP (2)

SP (26)

VP (60)

管種（被害数）

配水管被害位置

DIP

PP

SP

VP

https://site.quietplus.kke.co.jp/

新潟市

新潟市

被害集中

同じ震度分布であっても被害状況が異なって

おり、被害が集中している地域がある



微地形区分

微地形区分_新潟市

class

0

1 山地

2 山麓地

3 丘陵

4 火山地

5 火山山麓地

6 火山性丘陵

7 岩石台地

8 砂礫質台地

9 ローム台地

10 谷底低地

11 扇状地

12 自然堤防

13 後背湿地

14 旧河道

15　三角州・海岸低地

16 砂州・砂礫州

17 砂丘

18 砂丘・砂州間低地

19 干拓地

20 埋立地

21 礫・岩礁

22 河原

23 河道

24 湖沼

①砂丘と三角州・
海岸低地の地形
分類境界部分

②信濃川の
旧河道域、自然堤防

地形・地盤分類250mメッシュマップ
（地震ハザードステーション）

①

②



類似の液状化被害傾向（石川県内灘町）
微地形区分

微地形区分_新潟市

class

0

1 山地

2 山麓地

3 丘陵

4 火山地

5 火山山麓地

6 火山性丘陵

7 岩石台地

8 砂礫質台地

9 ローム台地

10 谷底低地

11 扇状地

12 自然堤防

13 後背湿地

14 旧河道

15　三角州・海岸低地

16 砂州・砂礫州

17 砂丘

18 砂丘・砂州間低地

19 干拓地

20 埋立地

21 礫・岩礁

22 河原

23 河道

24 湖沼

③砂丘と干拓地の地形分
類境界部分

管路被害が多く発生
していた（液状化）

西荒屋地区

砂丘

干拓地

新潟市西区

三角州・海岸低地

砂丘



②
③

②

①

国土交通省：https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001388130.pdf

①：新潟市の事例
②：新潟市の事例
③：内灘町の事例 



国土交通省 「国土数値情報」ダウンロードサイト
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/

土砂災害警戒区域、地すべり防止区域、急傾斜地崩壊危険区

域など危険区域情報のshapeデータが公開されており、QGIS

上で水道施設位置情報と重ね合わせることが可能。

●土砂災害警戒区域  ●地すべり防止区域

●急傾斜地崩壊危険区域  ●津波浸水想定

●高潮浸水想定区域  ●災害危険区域



２ 水管橋の点検究



水道施設の新たな点検手法等に関する研究

（Aqua-Bridgeプロジェクト）

令和６年３月２２日



発足の背景

和歌山市六十谷水管橋崩落事故を契機として、、、

 ・水道事業体における水管橋点検の課題が顕在化

 ・国土交通省で水管橋点検に関連した省令改正の動き

研究目的

①ドローン等新技術の実用性や課題点の整理

②新技術を活用した点検手法等に係る事例集の作成

研究期間

令和４年１０月～令和６年３月まで

水道施設の新たな点検手法等に関する研究（Aqua-Bridge）



水管橋点検の現状

管路維持管理マニュアル作成の手引き

（水道技術研究センター、H26.3）

支持金具

支持金具

支持金具



現状で水管橋点検をするうえでの主な課題

アーチ部など高所の部材や下部工、水管橋そのものに接近

できない場合など、目視が困難な箇所があること

ドローンを導入する（活用を続ける）うえでの主な課題

・導入によりどのような効果が得られるか分からない

・ドローン点検業務を発注するための必要な基準や仕様、

金額の妥当性が分からない

・直営でのドローン点検における人材の確保や操作難易度

水管橋点検の現状



事故から得られた教訓に基づ
き、水管橋等における点検を含
む維持・修繕手法等の考え方を
体系的に整理

ガイドラインの概要
～ 3 . 5 . 2  水管橋及び橋梁添架管～

※国土交通省作成



実証実験報告

Skydio 2 Skydio X2E

MATRICE 300 RTK ELIOS 3

（223㎜×273㎜×74㎜） （663㎜×569㎜×211㎜）

（810㎜×670㎜×430㎜） （480㎜×480㎜×380㎜）



実証実験報告（パイプビーム形式）



実証実験報告（トラス補剛形式）



実証実験報告（トラス補剛形式）

歩廊から撮影 ドローンにより撮影



実証実験報告（アーチ補剛形式、斜張橋形式）



実証実験報告（アーチ補剛形式、斜張橋形式）



橋梁添架管

① φ300、186m

② φ300、272m

③ φ500、310m

実証実験報告（橋梁添架形式）

① ②

③



実証実験報告（橋梁添架形式）



検討内容

水管橋の主な点検手法

仮設足場
船舶

遠望

高所作業車

ドローン



検討内容

基本調査 詳細調査

歩廊・遠望、船舶

ドローン

高所作業車・橋梁点検車

仮設足場、ロープアクセス

※現場環境等の条件によって、必ずしも記載の範囲とはならないケースがある。



【ドローン点検の主な優位点】

・歩廊等から不可視の箇所を含め、ほぼ網羅的に調査可能

・健全部を含めて撮影できるため、経年変化の比較が容易

・足場等の設備が不要で、現場作業は比較的短時間

 ➢ 基本調査の観点でスクリーニングを行う

 ➢ 触診・打音や詳細調査が必要な箇所を絞る

【関連する主な課題】

・狭隘箇所などは調査が困難な場合もある

・データ容量が大きく取得データの保管方法に工夫が必要

検討内容



オルソモザイク画像

複数の画像を合成したシームレスな画像

どの部分を見ても正面からの視点で見える（正射投影）

検討内容

・・ ・・・   ・・



画像の圧縮（参考）

検討内容

4K フルハイビジョン

4.56 GB 2.70 GB



AIの活用

検討内容

サビは検出できた一方、

背景や汚れなども誤検出

精度向上には、まだ多くの
教師データが必要



目次

第１章．水管橋の点検と維持・修繕に関する現況

第２章．ドローンについて

第３章．ドローン等を活用した水管橋点検

第４章．ドローン等を活用した水道施設の点検手法

等に係る事例集

第５章．企業技術情報

成果報告書

水管橋の点検と維持・修繕の関連情報、ドローン等を活用した

実証実験結果と検討結果、事例および技術情報をとりまとめた成

果報告書は当センターホームページに掲載済み



JWRC
Japan Water Research Center

第２期水道施設の新たな点検手法等

に関する研究

－Aqua-BridgeⅡ－

（令和６年度～令和８年度）
令和6年12月23日～

公益財団法人

水道技術研究センター



  第1期Aqua-Bridge

Aqua-BridgeⅡ

日本水道鋼管協会発行

水管橋点検・評価マニュアル

WSP 082-2024

出典：水道施設の点検を含む維持・
修繕の実施に関するガイドライン

図 水管橋点検に関するフロー図

成果目標 点検データの有効な保管方法をまとめた事例集の作成

及び水管橋の修繕方法の例示



３ PFAS関係



有機フッ素化合物について



水道水質基準（有機塩素化合物の例）

テトラクロロエチレン 0.01mg/L以下

トリクロロエチレン 0.01mg/L以下

0.01mg/L以下 → 10㎍/L以下 → 10,000ng/L以下

水質管理目標設定項目

PFOS及びPFOA
PFOS及びPFOAの量の和として
0.00005mg/L以下（暫定）

0.00005mg/L以下 → 0.05㎍/L以下 → 50ng/L以下

＊10,000ng/50ng → 単純計算では、200倍厳しい濃度レベルである



PFOS・PFOAの主な用途など

pfasleaflet202408.pdf (chiba.lg.jp)

https://www.pref.chiba.lg.jp/suiho/kasentou/pfospfoa/documents/pfasleaflet202408.pdf


（参考３） 泡消火剤（PFOS含有量の例）

PFOS含有量 約２％



（例）

泡消火剤入りのポリタンク1個（容量20ℓ：PFOS含有量：約2％＝約
200億ng/ℓ）に含まれるPFOSを50ng/ℓまで希釈するために必要な
水量は約800万m3

１日配水量を１０万m3とすると、年間で配水量は約37,00万ｍ３であるか
ら、仮にポリタンク約4個分が配水に入ると、配水中のPFOS濃度が
50ng/ℓを超える計算になる。



水道における PFAS の処理技術等に関する研究会

研究会の開催及び構成

 研究会は令和４～５年度にかけて７回開催し、山村寛・中央大学人間総合理工学科教授を 座長、全

国６事業体（大阪広域水道企業団、沖縄県企業局、京都市上下水道局、埼玉県企業局、阪神水道企業団、

横浜市水道局）の職員を構成員、厚生労働省水道課及び国立保健医療科学院の担当官をオブザー

バー、センターが事務局で実施。

水道における PFAS の処理技術等に関する資料集

2023 年（令和 5 年）11 月

水道における PFAS の処理技術等に関する研究会
（事務局：公益財団法人水道技術研究センター）

p-ken_report_rev.pdf (jwrc-net.or.jp)

https://www.jwrc-net.or.jp/docs/p-ken_report_rev.pdf




「Aqua-PFAS」とは？
Aqua - Practical, Feasible and Advanced Systems

「水に関する実用的で実施可能な高度なシステム」を意味する。

「浄水処理におけるPFASの除去等に関する研究」について

発足式（令和6年8月28日）



「浄水処理におけるPFASの除去等に関する研究」における
成果目標（案）と主な検討課題（例）

【成果目標（案）】
一定濃度を超えてPFASが検出された事業体において参考となる実務的な手引
き（仮称）の作成

【主な検討課題（例）】

＊PFASの種類等に対応した除去技術は？

＊（単なる「除去率」ではなく、）原水中のPFASの種類や時間経過による「除去性
能（除去率など）や処理水のPFAS濃度」の変化は？

＊「粒状活性炭やイオン交換樹脂」の交換時期は（破過する前に）？

＊処理に伴う残留物の再生・処分方法は？

＊汚染源の推定方法は（可能な範囲で）？



ご清聴ありがとうございました。

公益財団法人水道技術研究センター（JWRC ）
〒112-0004

東京都文京区後楽2-3-28 K.I.S 飯田橋ビル7F

電話：03-5805-0261～0264

FAX：03-5805-0265

e-mail：jwrcweb＠jwrc-net.or.jp

mailto:jwrcweb%EF%BC%A0jwrc-net.or.jp
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